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地域共生型福祉施設

　

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
桜
の
開
花
も
早
く
、
過
日
は
加
悦
谷
祭

り
も
執
り
行
わ
れ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃

で
す
。

　

さ
て
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け

て
、
今
年
の
４
月
に
介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、
同
時
に
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
改
定
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
切
れ
目
な
く
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
私
た
ち
職
員
も
背
景
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
利
用
者
目
線
で
物
事
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

更
に
高
齢
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
介
護
予
防
に
対
す
る
意
識
や

関
心
も
高
ま
り
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
福
祉

や
医
療
の
現
場
に
目
を
向
け
な

が
ら
、
や
す
ら
の
里
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
地
域
と
の
「
顔
が
見

え
る
」
関
係
つ
く
り
に
努
め
て

参
り
ま
す
。
今
年
度
、
設
立
５

周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
や

す
ら
の
里
へ
ご
意
見
等
頂
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

い
ま
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
共
に

理
事
長　

三　
井　
真　
里

特
定
非
営
利
活
動
法
人　
丹
後
福
祉
応
援
団

• 加悦谷まつり『加悦地区』（4/28・29）
　加悦神楽保存会の皆さまに『神楽舞い』を披露して頂きました。ご利用者の皆さまは間近で舞いを
見物され、その迫力にお祭り気分が高まった事と思います。また金ピカの『子供神輿』を見て「キレ
イだなぁ～！」と感嘆の声が漏れていました。こうして毎年やすらの里へ来て下さり、神楽舞いやお
御輿を見せて頂ける事を有りがたく感謝して

おります。

◎最近のイベント◎

みこし
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〈
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
「
や
す
ら
の
詩
」〉

　
「
や
す
ら
の
里
・
や
す
ら
の
旋
風
」
の
開
設
か
ら
早
や
５
年
が
経
ち
、
現
在

は
９
名
の
方
が
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。〝
一
人
で
生
活
す
る
の
が
不
安
に
な
っ

て
き
た
〞〝
家
事
を
す
る
の
が
億
劫
に
な
っ
た
〞
な
ど
、「
生
活
に
も
う
少
し

安
心
と
手
助
け
が
欲
し
い
」
と
思
わ
れ
る
方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
、
サ
ー
ビ

ス
付
高
齢
者
向
け
住
宅
は
如
何
で
し
ょ
う
。
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
な
ら
、
ヘ
ル
パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
看
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
ご

利
用
頂
け
ま
す
。

　
「
や
す
ら
の
詩
」
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
歌
の
会
や
体
操
教
室
を
開
催
し
、

ア
レ
ン
ジ
花
や
誕
生
会
な
ど
も
楽
し
い
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
や
す
ら
の

詩
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」
と
興
味
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
随
時
ご
相
談
に

乗
ら
せ
て
頂
き
ま
す
し
是
非
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

や
す
ら
苑

〈
大
江
山
２
番
地
ド
ラ
イ
ブ
〉

　
3
月
29
日
大
江
山
2
番
地
で
は
ド
ラ
イ
ブ（
花
見
）に
出
か
け
ま
し
た
。

　
春
ら
し
く
て
お
天
気
も
良
く
、
気
持
ち
の
い
い
時
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
ど
こ

も
満
開
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
リ
フ
レ
加
悦
の
里
の
駐
車
場
の
桜

が
満
開
で
、
車
中
で
は
利
用
者
様
が
目

を
輝
か
せ
「
わ
あ
、
綺
麗
だ
」
と
声
が

出
て
い
ま
し
た
。

　
い
つ
も
下
を
向
い
て
目
を
つ
ぶ
っ
て

過
ご
さ
れ
る
事
が
多
い
ご
利
用
者
様
も
、

こ
の
日
は
違
い
、
目
を
開
き
外
の
風
景

を
し
っ
か
り
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

か
ぜ

や
す
ら
の
旋
風

う
た

か　
ぜ

お
っ
く
う

う
た

う
た

※ヘルパー利用のイメージイラスト
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ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
　
花
音

職 員 紹 介 ①法人名　②所属　③
氏名　④ひとこと

① 与謝郡福祉会
② やすら苑　ちりめん１番地　主任
③ 小西　淳子（こにし　じゅんこ）
④ ご利用者が明るく、楽しく、自分らしく過ごして頂け
るように心がけ、支援させて頂いています。ご利用者
から学ぶこともたくさんあり、支えられながら仕事が
できていると思います。これからも日々を大切にし、
安心して暮らして頂けるように頑張っていきたいです。

① 丹後福祉応援団
② 生活リハビリ道場
③ 小西　鷹也（こにし　たかや）
④ 里波見から来ています。特養で働いて
いた経験を活かして、皆さんと楽しく
過ごせる場所を目指して頑張ります。
よろしくお願いします。

① よさのうみ福祉会
② ワークセンター花音「喫茶」支援員
③ 倉橋　香子（くらはし　きょうこ）
④ 絶賛子育て中！他の職員さんや、やす
ララ♪保育所の先生、時には仲間にも
助けてもらいながら仕事をしています。
花音が利用者さんにとって大好きな居
場所であれるようにと思いながら日々
精進しています。

〈
取
り
組
で
買
い
物
楽
し
か
っ
た
な
〜
〉

　
花
音
で
は
毎
月
1
回
自
治
会
で
考
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
月
は
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
但
東
町
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
に
行
く
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で

福
知
山
の
「
イ
オ
ン
」
に
買
い
物
に
行
き
ま
し
た
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
買
い
物
が
好
き

で
思
い
思
い
の
行
動
で
自
分
の
欲
し
い
物
を
買
わ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
の
Ｏ
さ
ん
は
「
時
間

が
短
か
っ
た
。
も
っ
と
長
く
買
い
物
が
し
た
か
っ
た
。」「
買
い
物
な
ら
ま
た
行
き
た
い
わ
。」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
仕
事
を
し
て
か
ら
の
取
り
組
み
な
の
で
、
取
り
組
み
の

あ
る
日
は
と
て
も
忙
し
い
で
す
が
、
5
月
は
「
ス
シ
ロ
ー
」
に
行
く
予
定
な
の
で
今
か
ら
み

ん
な
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　新任のご挨拶
管理者　山下美佐子

　4月1日より京丹後市のゆうゆう作業所から異動して
まいりました。日中のゆったりした事業所から来ました
ので、365日稼働中の花音の動きについていくのに現在
は精いっぱいの状況ですが、今後地域の皆様によりいっ
そう愛される花音になるよう、またやすらの里の発展の
ため微力ではありますが努めてまいります。どうかご指
導よろしくお願いいたします。
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やすらの里

国道176号

野田川
ショッピングセンター

  ウイル

コイン
ランドリー

消防署

与謝野町役場
加悦庁舎

JA

旧役場

加悦小学校

加悦中学校保育園教会

グランド

か ぜ
社会福祉法人与謝郡福祉会　特別養護老人ホームやすら苑
　施設長　大谷 克則
　☎ 0772-43-2500　Fax 0772-43-2501

社会福祉法人よさのうみ福祉会　ワークセンター花音
　管理者　山下 美佐子
　☎ 0772-44-0022　Fax 0772-42-2022

特定非営利活動法人丹後福祉応援団　在宅複合型施設やすらの旋風
　理事長　三井 真里
　☎ 0772-44-1122　Fax 0772-44-1155

京都府看護協会天の橋立訪問看護ステーション　サテライトみのり
　管理者　三宅 佳代子
　☎ 0772-43-0225　Fax 0772-42-0226

地域共生型福祉施設　やすらの里
　　　〒629-2403　京都府与謝郡与謝野町字加悦802番地7

サテライトみのり

　加悦谷祭りも好天に恵まれ、私も祭り役を無事に終えられホッとしています。
祭りが終われば次は小学校の運動会。小学校の統廃合が決まり、
我が母校での運動会も来年が最後。小学校のグランドには
自分が小学生の頃の思い出も沢山あり、今年、娘と走っ
た“親子対抗リレー”はその最後の思い出になりました。

広報委員　Ｔ・Ｓ　

編集後記

　今年の春は平年より寒暖の差が激しかったように
思います。
　3月下旬から急に暖かくなり、桜の花も一気に満
開に。開花時は晴れの日が多く、花見も雨の心配も
いらない、天気予報は☀マークが並んでいました。
　加悦の桜の名所である親水公園も、職員さんと一
緒に花見に来ている車いすの方や、写真を撮ってい
る方、座って眺めている方、様々な方が花見を楽し
んでおられました。
　不思議と入学式前後に満開になる加悦中学校のグ
ランドの桜は、残念なことに、今年は少し早く散ってしまいました。
あっという間に桜が駆け抜けたようでした。

　4月の中旬、温かい日ばかりかと気を緩めていると、セーターを引っ張り出してこなければならな
いような寒い日も、
　冬布団でちょうど良い日や、汗が出る日。

　気温の差が激しすぎて、体調を整えるのが大変です。

　新聞を読んでいると、「春バテ」という言葉がありました。
　冬から春にかけ、季節の変わり目による寒暖の差や、新生活のストレスが心身に不調をもたらす
ことのようです。（自律神経の乱れが原因）
　体がだるい、疲れやすい、頭痛や肩こり、食欲不振、不眠　気分の落ち込みなどなど。
　予防や対策は、規則正しい生活や食事、運動、睡眠、無理をしないこと。
　薄着になる季節ですが、体を冷やさない工夫が大事と書いてありました。
　みなさん注意してください。

「春バテ」って？


